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【 編集後記 】  ひのき組（４歳児）で朝過ごしていた時のこと、“かっこいい  しょうぼうし！”という本を毎日熱心に見入ってい

る男の子に声を掛けました。「○○〇くん、大きくなったら消防士になるんだ！」  するとその男の子は「まだたくさんなりたいもの

があるから、きめてないの！！」と切れ気味に答えられました（（笑）） その場は「そうなんだ～」と平然と返しましたが、ちょっと

ビックリしたと同時に反省しました。自由に考えながら絵を描いている途中のお友達（子ども）に“もうできた？”“何描いてるの”

と性急に聞いているようなものだなと。次からは「大きくなったら何になろうか！」と声掛けしてみることにします。園長  拝 

 【３月スケジュール 】  

 ２（火）新入園児説明会 

 ３（水）ひな祭り 

 ９（火）お別れ遠足／予備日１８（木） 

１１（木）発表会ごっこ

１６（火）発表会ごっこ（あじさい） 

２２（月）お楽しみ会 

２３（火）新入園児説明会（２次） 

２５（木）お楽しみ会（あじさい） 

２７（土）卒園式 

［ 月 ］課外英語（けやき組） 

［ 火・水 ］午後／ピアノ個人レッスン 

［ 水 ］午前／英語   

［ 金 ］午前／体操 

           午後／課外新体操、キッズダンス 

 いよいよ本年度最後の園だよりとなりました。激動の令和２年度が終わると同時に新年度が始まります。子ども達の成

長は連続しており、また、環境に馴染むのも慣れるのも長けています。ひょっとするとコロナに翻弄されているのは我々

大人だけかもしれません。変化に対応できる生物が、強い生物であるか否かはともかくとして、この新時代がいずれ標準

になって行くとすれば、我々は考え方をちょっとずつ変容させていかなければなりませんね。外を歩くと早咲きの桜もチ

ラホラ開花し始めています。春の陽に誘われて心も身体も身軽にして一歩踏み出してみませんか！［令和２年度最終号］ 

年度の終わりにふさわしい文章をあれこれ考え

ていましたが。私自身もこの一年、今まで経験

したことのない手探りの連続でした。そんな中

何度かこの歌に救われました。その歌のご紹介

させて頂き、年度の終わりと新しいスタートに

向けての文章に代えさせて頂きます。 

Jupi ter  平原綾香2003年 

Every day I listen to my heart 

ひとりじゃない 

深い胸の奥で つながってる 

果てしない時を超えて 輝く星が 

出会えた奇跡 教えてくれる 

Every day I listen to my heart 

ひとりじゃない 

この宇宙（そら）の御胸（みむね）に 抱かれて 
 

私のこの両手で何ができるの？ 

痛みに触れさせて そっと目を閉じて 

夢を失うよりも 悲しいことは 

自分を信じてあげられないこと 

愛を学ぶために 孤独があるなら 

意味のないことなど 起こりはしない 
 

心の静寂（しじま）に耳を澄まして 

私を呼んだなら どこへでも行くわ 

あなたのその涙 私のものに 
 

今は自分を 抱きしめて 

命のぬくもり 感じて 
 

私たちは誰も一人じゃない 

ありのままでずっと 愛されてる 

望むようにいきて 輝く未来を 

いつまでも歌うわ あなたのために 

みなさんにご協力頂きながら進めてきました『我が家の子育て』コー

ナーもお蔭様で一年を終えることが出来ました。新年度も引き続きテー

マを設けて継続して行きたいと思いますので、宜しくお願いします！ 

『我が家の子育て⑫』川﨑家編 かりん組  

 我が家にはかりん組に通う息子が1人います。 

入園してから続けていることは、寝る前に息子と過ごす時間を持

つことです。布団で本を読むことが多いですが、反応が変わって

きたなと感じたり、息子の成長を確認する大事な時間になってい

ます。普段ゆっくり過ごせない分、たくさん触れ合うようにして

います。 

また、歩いて登園するようになってからは、真っ直ぐ帰宅できる

日はほぼ無くなり、寄り道してから帰宅するのが日課になってい

ます。通りを走る車を見たり、スーパーに買い物に行ったり、手

を繋ぎながらご機嫌で歩きます。公園に寄る時は、遊具で遊んだ

り、ワンちゃん達の輪に入ったりすることもあります。 

息子と一緒にいる時は、できるだけ目を見てたくさん話しかけ

て、息子の興味や関心を引き出していきたいと思います。 

桜と菜の花 

ひのき組さんのレゴブロック

作品。賑やかで元気な様子

が伝わり、子ども達のこん

な作品からも元気をもらっ

ています！ 


